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「
ラ
イ
ダ
ー
専
用
腕
時
計
」

コ
ノ
響
き
に
グ
ッ
と
来
る

　
腕
時
計
の
存
在
を
忘
れ
て
久
し
か
っ

た
某
日
「
バ
イ
ク
ラ
イ
ダ
ー
の
た
め
の

腕
時
計
を
一
緒
に
創
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
の
誘
い
を
受
け
た
。
ソ
ノ
日
が
ケ
ン

テ
ッ
ク
ス
と
い
う
時
計
メ
ー
カ
ー
と
、

ソ
コ
の
2
代
目
・
橋
本
直
樹
社
長
と
の

出
会
い
の
始
ま
り
、
そ
し
て
M
o
t
o
 

‐
R
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
ダ
ッ
タ
。

　
ソ
レ
ま
で
の
俺
と
い
え
ば
、
と
く
に

時
間
を
気
に
す
る
コ
ト
も
な
く
、
腕
時

計
な
ど
と
い
う
モ
ノ
と
も
随
分
縁
遠
い

生
活
を
し
て
い
た
。
ソ
レ
は
腕
時
計
を

着
け
て
い
る
と
、
時
間
に
縛
ら
れ
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
た
コ
ト
ト
、
時
間
を

知
り
た
け
れ
ば
携
帯
電
話
を
見
れ
ば
イ

イ
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
た
コ
ト
。

　
そ
ん
な
〝
腕
時
計
な
ん
て
派
〞
な
俺

が
、
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し

て
良
い
モ
ノ
か
と
思
い
な
が
ら
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
行
っ
て
み
る
と
、
ソ
コ
に
は

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
フ
ラ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
カ

ー
〝
大
森
雅
俊
選
手
〞
の
姿
が
あ
っ
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
ラ
イ
ダ
ー
用
の
腕
時
計
開

発
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
選
ば
れ
た

俺
達
は
、
共
に
腕
時
計
に
関
し
て
は
素

人
ダ
ガ
、
ツ
ー
リ
ン
グ
、
競
技
と
違
っ

た
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
視
点
で
さ
ま
ざ

ま
な
提
案
を
し
て
み
た
。

　
日
常
生
活
環
境
下
の
耐
水
防
塵
は
も

ち
ろ
ん
、
バ
イ
ク
の
振
動
に
よ
る
誤
作

興
奮
し
た
ノ
ガ〝
ベ
ー
タ
チ
タ
ニ
ウ
ム
〞

さ
ん
が
パ
ー
ツ
を
作
っ
て
く
れ
た
コ
ト
。

バ
イ
ク
に
は
あ
り
え
な
い
極
細
ボ
ル
ト

の
存
在
感
は
大
き
く
、
カ
ス
タ
ム
感
や

所
有
感
が
グ
ッ
と
上
が
る
。
交
換
ベ
ル

ト
も
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
上
か
ら
巻
け
る

よ
う
に
長
め
の
バ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ナ
イ

ロ
ン
ベ
ル
ト
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
。

　
2
0
1
8
年
か
ら
始
ま
っ
た
M

 

o

 
t
 

o
‐
R
の
歴
史
は
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
で
進
化
を
続
け
て
い
く
、

ソ
レ
は
も
ち
ろ
ん
ユ
ー
ザ
ー
自
身
の
手

に
よ
る
カ
ス
タ
ム
も
進
化
の
カ
タ
チ
。

腕
時
計
の
存
在
を
忘
れ
て
い
る
ア
ナ
タ

の
腕
に
、
ラ
イ
ダ
ー
専
用
の
M

 

o

 

t

 
o
 

‐
R
を
巻
い
て
走
っ
て
ほ
し
い
ネ
。

動
に
対
し
て
は
振
動
や
衝
撃
を
感
知
し

て
補
正
す
る〝
シ
ョ
ッ
ク
デ
ィ
テ
ク
シ
ョ

ン
I
C
〞
を
装
備
し
て
対
策
し
て
い
る
。

外
観
的
な
特
徴
は
、
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
も

三
針
タ
イ
プ
も
、
通
常
な
ら
3
時
位
置

に
ア
ル
〝
竜
頭
〞
を
1
8
0
度
逆
の
9

時
位
置
へ
と
移
動
。
コ
レ
で
バ
イ
ク
乗

車
時
、
左
手
首
に
竜
頭
が
干
渉
す
る
コ

ト
が
な
く
な
っ
た
。
コ
ノ
お
陰
で
グ
ロ

ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
で
も
操
作
し
や
す

い
大
き
な
竜
頭
に
す
る
コ
ト
も
で
き
た
。

　
技
術
的
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

開
発
は
進
ん
だ
ガ
、
ソ
ノ
度
に
新
し
い

欲
も
出
て
く
る
。「
カ
ス
タ
ム
し
た
い
ヨ

ネ
」
が
ソ
レ
ダ
。
コ
コ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
話
が
出
て
来
た
が
、
思
っ
た
以
上
に

アナタの想いをカタチに
ライダー専用ウォッチ!!

ジャケットの上からできる
オプションベルト

3針モデル
価格 ： 2万9700円〜

正常進化が深化を生む

みんなはバイクに乗る時に腕時計してる？
俺は日常生活でも着けていなかったのやケド

ココ2年あまりは、ライダー専用の腕時計をしているヨ
文／マヒト　問：ケンテックス　TEL03-5846-0811

http://www.kentex-jp.com/ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
を
刻
む
ネ

Moto-R
カラー（針、ステッチ）：
レッド、ブルー、グリーン
文字盤サイズ：φ42 ㎜
厚み：12.4 ㎜

クロノグラフ
モデル
価格 ： 4万700円〜

シンプルで視認性の高い三
針タイプに対して、時間と
戦うモータースポーツイメ
ージのクロノグラフは、ゴ
ツイ竜頭ガードがギラリ

Other Model

乗車時にも腕時計が見られるようにするにはジャケッ
トの上から巻けるベルトが必要というコトで採用され
たノガ、防弾ベスト等にも使われるバリステイックナ
イロン製のベルト（別売）。Moto-Rの刻印プレートと三
色のカラーバリエーションから、アナタはどれを選ぶ？

ライダーならではの
実用性
俺は主に三針タイプを身に着けているコトが
多い。というのも乗車中の情報として、シン
プルな方が認識しやすいからダ。アナログメ
ーターで育って来た世代としては、コチラの
方が読みやすくて馴染みやすいはずダゾ

細部にバイクの
世界観を表した
ディテール
Moto-Rには、至る所にバイクを感
じさせてくれる意匠が施されている。
文字盤はウエットカーボン、竜頭に
刻まれたローレットはバックステッ
プのソレ、表のベゼルはブレーキデ
ィスクで、裏蓋には見慣れた形が刻
んでアル。ココは時計の燃料を入れ
るトコロ、タンクキャップでしょ

交換用バリスティック
ナイロンベルト
価格 ： 4950円〜

三針タイプで制作された“MO 
TO-R末飛登スペシャル（限定
モデル）”は俺のお気に入りダ

Moto-R Moto-R
ホンモノ ホンモノ

SP Series

組み合わせ1000億通り!?

アナタだけの“SP”登場！
そしてついにMoto-Rに待望の“SP”
が登場。一般発売はもう数カ月先にな
るが、クラウドファンディングではす
でに1000%を超える反響となってい
る。俺も秋葉原の“KENTEX BASE”
で実際に組んでみたが、コレはもう気
安く着せ替え等とは言えない“カスタ
ム感”に満ちている。KENTEXが用
意しているオプションパーツで、1000
億通りを超える組み合わせが可能とい
う。Moto-R SPにもぜひ注目してネ

MOTO-R SP
価格（予価） ： 4万7300円（3針モデル）
5万8300円（クロノグラフ）

先行予約はコチラから！

期間：
〜3月17日
※製品のお届けは
2021年6月末を
予定

責了責了
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